
 

 

 

①応募資格 

静岡市内在住または静岡市に通勤・通学している方で、文

芸活動を職業としていない中学生以上の方。 

②応募数 

  １人１部門につき１篇（短歌、俳句、川柳は５首・句  

まで）とし、２部門以内の応募とします。 

③部門 

 ・小説─────────────５０枚以内 

 ・児童文学───────────３０枚以内 

 ・評論・ノンフィクション────２０枚以内 

 ・随筆・エッセイ────────１０枚以内 

 ・現代詩─────────────３枚以内 

 ・短歌、俳句、川柳───１枚に５首・句まで 

※短歌、俳句、川柳は、１首・句ごと審査します。 

④応募原稿 

※４００字詰Ｂ４判またはＡ４判原稿にて提出してくだ

さい。 

※作品の書き方については右ページをご覧ください。 

⑤作品 

 ・本人の自作で未発表のものであり、他コンクール等に応

募していないものに限ります。規模の大小に関わらず同

人誌等へ発表したものは既発表とみなします。 

応 募 規 定 

入選作品結果通知: 平成２７年１１月下旬（予定） 

授賞式: 平成２８年３月（予定） 

発 行: 平成２８年３月（予定） 

年１月（予定）  

入 選 作 品 発 表・今 後 の 予 定 

①平成２７年度の応募用紙を部門ごとに添付してください。 

②応募規定・注意事項に反するもの、判読しにくい作品は失

格とする場合があります。 

③応募受付後の応募の取り下げ、原稿の差し替え、および訂

正加筆は受付いたしません。 

④応募作品は返却いたしません。 

⑤入選作品（佳作以上）は、平成二十七年度「静岡市民文芸」

第十一号に掲載いたします。 

⑥市長賞及び竹千代賞の作品は、静岡市ホームページに掲載

する予定です。 

⑦入選作品の版権は発行日から６か月間主催者に所属する

ものとします。 

 

 

応 募 上 の 注 意 

作 品 受 付 期 間 

平成２７年５月１日（金）より 

９月１０日（木）まで（当日消印有効） 

 

応募用紙等に記載された個人情報は、当事業の実施に関わ

ることのみに使用します。また、入賞者に関しては、作者

名（ペンネーム）を公表させていただきます。 

近年、作品の掲載と引き換えに高額な金銭を要求する不審

電話が相次いでおります。ご注意ください。 

 

個 人 情 報 の 取 り 扱 い に つ い て 

【郵送・持参の場合】 

①応募作品の原稿に、応募用紙と、表面に住所・氏名・応募部門を記入した官製ハガキを添えて、静岡市文化振興財団

まで郵送、または持参してください。※持参の場合、土・日・祝日を除く日の午前８時３０分から午後５時３０分まで 

②応募用紙と官製ハガキは、１部門につき１部ずつ添付してください。 

※応募用紙は、コピーでも差し支えありません。静岡市文化振興課・静岡市文化振興財団ホームページからもダウン 

ロードできます。 

③封筒の表に「静岡市民文芸○○部門」とご記入ください。（左頁の宛名シートのご利用も可） 

応募先 〒４２０－０８５７ 静岡市葵区御幸町４番地の１ アーバンネット静岡ビル４階 

公益財団法人静岡市文化振興財団「静岡市民文芸」係 
 

 

 

 

【インターネット応募の場合】 ※あわせて往復ハガキの送付をお願いします。 

①静岡市電子申請サービス（下記アドレス参照）の専用フォ             記載例  

ームに必要事項を入力の上、Word原稿を添付してくださ 

い。なお、個人情報保護のため、通常の電子メールではお 

受けできません。必ず専用フォームをご利用ください。  

静岡市の静岡市民文芸ホームページ 

http://www.city.shizuoka.jp/000_002300.html 

②往復ハガキに、右図記載例の通り記入の上、応募先（左頁 

の宛名シートのご利用も可）まで郵送してください。 

※送付締切り日：平成２７年９月１０日（木）必着 

 

応 募 方 法 各部門の応募作品は静岡市が委嘱する選者が審査し、入選作品は「静岡市民文芸」第十一号に掲載いたします。 

また、入選作品のうち優秀な作品（市長賞、竹千代賞、奨励賞）は授賞式において表彰いたします。 
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1/10　←ページ番号を記入する。（○枚目/○枚中）

４００字詰原稿用紙
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1/2　←ページ番号を記入する。（○枚目/○枚中）

現
代
詩

 ①原稿用紙は４００字詰Ｂ４判または、Ａ４判原稿用紙にて提出してくだ

さい。（原稿は代筆、ワープロ清書でも可能です。） 

 ②原稿用紙に氏名(またはペンネーム)は記載しないでください。 

 ③原稿は縦書きとし、黒インク、または黒ボールペンを使用して楷書では

っきりと書き、特殊な読みの文字にはふり仮名をつけてください。 

 ④略字は使用しないでください。 

⑤原稿用紙の左上にページ番号を記入してください。 

 ⑥ワープロ（パソコン）を使用する際は、必ず原稿用紙と同じ仕様（20文

字×20行）の形式で作成してください。 

 ⑦団体名(学校名)等の入った原稿用紙は使用しないでください。 

 

応 募 原 稿 の 書 き 方 

 

審 査 員 : 小説/杉山禎男 児童文学/大原興三郎 

 評論･ノンフィクション/井石誠一 

 随筆・エッセイ/武士俣勝司 

 現代詩/井村たづ子 短歌/田中章義 

 俳句/青柳八風 川柳/田中章義 

 

審 査 員 

各部門 ・市長賞  (副賞：１万円相当)・竹千代賞(副賞：

５千円相当)・奨励賞  (副賞)・佳作 

 

 

賞 

  

 

  

 

往復ハガキ(表) 

 

〒４２０－０８５７ 
 

静岡市葵区御幸町４番地の１ 

アーバンネット静岡ビル４階 
 

公益財団法人  

静岡市文化振興財団 

「静岡市民文芸」係  

   

静岡市民文芸 

「        」部門  

 

往復ハガキ(裏) 

 往信 返信 

返信先ご住所 

氏名 

応募部門 

 

・氏名 

・ペンネーム 

・応募部門 

・題名または 

最初の句 

・電話番号 

・電子申請で 

応募した日 

 

 

公益財団法人静岡市文化振興財団 

 

応 募 

お問い合わせ先 
 

※応募の際、右の点線枠を切り取って部門名を 

ご記入の上、封筒等に貼りご利用ください。 

静岡市葵区御幸町 4番地の1 

アーバンネット静岡ビル 4階 

電話：０５４－２５５－４７４６ 
 

持参の場合、土・日・祝日を除く日の 

午前８時３０分から午後５時３０分まで 

 

 

〒４２０－０８５７ 
 

静岡市葵区御幸町４番地の１ 

アーバンネット静岡ビル４階 
 

 

公益財団法人 静岡市文化振興財団 

「静岡市民文芸」係  

 

 

宛名シート 

 

キ
リ
ト
リ 

キ
リ
ト
リ 

 
静岡市民文芸「           」部門 

※竹千代賞とは …… 各部門応募者の中から１９歳以下の

応募者（平成８年４月２日以降に生まれた方）を対象に選考

します。該当する方は応募用紙竹千代賞該当の欄「はい」に

○をして下さい。 




